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色々なジャンルを演奏していただき、おひとりでも迫力があり、皆さんで合いの手や手拍子にて 

楽しく過ごせました。アンコールにもこたえて頂き満足のいくひと時でした。 
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１月２８日（月）当協会主催の新年交流会をヴィアーレ大阪にて開催しました。 

総勢６２名のご参加を頂き盛会でした。ご参加頂きました皆様、関係会員の皆様誠にありがとうございました。 

 

 

津軽三味線 ／ 大黒恵子氏 
   

 

 

 

 

 
     

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

木村会長より 

皆様、1 月も末になりましたが、明けましておめでとうございます。 

日頃は、当協会にご支援、ご協力をいただき、有難うございます。 

今年が平成最後の新年交流会です。新しい年号がどうなるか楽しみです。 

昨年は災害が多く、25 年ぶりの台風 21 号でまだブルーシートが多くかかっているところが多くあり、まだま

だ解決していないなあと感じております。その中で米中貿易摩擦により、株価が下がりみかんの問題が起きてお

きています。いい話がないその中で、昨年の 11 月 23 日に大阪万博が 2025 年に、9 月にラグビーW 杯が花

園に、G20 が６月にインテックス大阪で開催されることで少しは活性化するのではないでしょうか。 中小企

業ではどうかと言いますと、昨年近畿経済産業局が調査にきていただいた資料の中に、リーマンショック以来大

企業は右肩上がり、中小企業はずっと横ばいということで、何の差があるのか。戦後最高にいいということです

が、全然実感が湧かない、大企業だけではなく中小にも回ってくれればいいと思っております。平成 25 年アベ

ノミクスで補助金制度が始まり、私も 2 回ほど頂きましたが、すぐには効果がでず、少しずつでしか感じられ

ません。何か新しいイノベーションやアイディアをだして効果があったというのを見たことがあります。1 つは

畳屋さんで、人は「畳の上で死にたい」という人が多く棺桶用の細長い畳（おくりたたみ）を作ったら、 

売上が上がった。またタオル屋さんでは、体をふくだけではなくアイドルやサッカー、野球などの応援グッズと

して作ったら売り上げが上がったなど色々異業種交流で生まれることがあります。 
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続いてご来賓代表として、近畿経済産業局産業部次長 石原様より 

 

皆様、明けましておめでとうございます。ご紹介頂いた木村会長に補助金を有効活用 

しようといわれて執行している近畿経済産業局です。 

どうぞよろしくお願い致します。 

 田中社長、この度の栄典、誠におめでとうございます。 

皆様のご努力の賜物とお祝い申し上げます。 

 さて、役人の話二人続くと面白くないといわれますことから、 

嵐の活動休止話をしようかと思ったのですが、木村会長、西田部長に続きまして万博の話を 

しないとどうしても経済産業省も担当していることから少し申し上げます。今日は、手元にちょっと珍しい

資料をもってきております。これは昭和 44 年今から 50 年前、私が小学校 4 年生の時に大阪府下小学校全

員に配られた資料です。万博の 1 年前です。ちょっと紹介します。大阪の産業は工業が盛んで多くの工業都

市が発達しています。それから未来のことも書いてあります。大阪湾に 2 つの島を作って 200 万都市を作

る。これは今の夢洲、舞洲とは違って、計画によると堺市、泉佐野市を結んだ橋とか道路を作って、そこに

だいたい堺市の 3 かけ位の島をつくる。これを昭和 60 年位迄に実現しようと書いてあります。これは当時

非常にワクワクしておりました。120 ページの 10 ページ冒頭に万博、70 年万博の夢があります。これを

見て小学生の私は胸を躍らせておりました。昨年 11 月 23 日未明に万博が決まりまして、フランスからの

映像を見ていました。実は先週金曜日、東京の本省での「第 1 回詳細検討会」がありまして、 

そこでいろいろなご意見をいただいた中で、委員会のなか詰めていきまして今年中にフランスの事務局へ申

請書を出す。というはこびになります。2025 年ですので、まだ 6 年あるわけですが、万博の夢洲だけでは

なくてこれはいろいろな形で拡張できないかと思っております。 

本日は、大阪府ものづくり振興協会新年交流会が盛大に開催されましたことを 

心よりお喜び申し上げます。 

日頃は、大阪府政、商工労働行政に多大なるご尽力を頂きありがたくこの場を 

お借りしてお礼申し上げます。 

本日 元会長でもある田中様が昨年の秋、旭日単光章され誠におめでとうございます。 

色々お話することがあるのですが、会長よりしていただいたので、簡単にさせて頂きます。 

1 つ目は万博です。皆様のおかげで誘致できました。ありがとうございました。いよいよあと６年しかありま

せん。是非皆様のお力をお借りして中小企業さんのパビリオンが建つ、中小企業の実績、中身が表現できる万

博にしたいと思っております。大阪産業創造館と大阪産業振興機構が出来ればこの 4 月 1 日スタートで法人統

合し、より皆様への支援機能を高めていきたいと思っております。当然万博に関しても、ご意見を頂いて中小

企業、特にものづくり振興協会様の横のネットワークを利用して、万博に向かってしっかり手助けを新しい法

人仮称名「大阪産業局」ということで、支えさせていただきたい。もちろん、府、市もしっかり支えていきま

す。そのためにも、万博に向けてすばらしいご提案、ご意見、企画をどんどん出して頂きたいと思っておりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

2 つ目はグローバル化です。私が着任してからも進めております。少子高齢化の中で日本の市場はそれなりの

見込みもできるでしょうが、やっぱりアジアの市場を取り組まないとどうにもなりません。紹介をしようと思っ

たのですが、本日の日経新聞でアジアの今の立ち位置は、世界で３０％、2050 年には 50％になるだろう。人

口は 40 億、ネットデーター通信は、アジアがダントツ 1 位となっています。よってアジアを取り入れてもら

ってサポートさせていただきたい。そのためにものづくり支援課では今まで国内のイベント、展示会、マッチン

グのサポートを海外（ベトナム・タイ・インド・南インド）市場も取り入れて皆様が是非もう一度つながってい

ただきたく取り組んでいきます。 

本年もよろしくお願いいたします。大阪府ものづくり振興協会、企業様のご発展、ご健勝を祈念して挨拶とさせ

て頂きます。 

 

 

MOBIO や色々な交流会等を使うなど、また当協会がそのきっかけになれればと思っております。 

最後に「ＯＳＡＫＡ-ＭＯＮＯ.ｎｅｔ」を充実させ、各団体、企業が何をしているかわかるようなものを作って

いきたいと思っております。任期の間、できるだけ行政のご協力を仰ぎながら進めていきたいと思っております。

長くなりましたが、本日ご列席の皆様のご多幸とご健勝を祈念しまいて挨拶とします。 

 

 

続いて大阪府商工労働部長 西田様より 
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平成３０年１２月 7 日（水）午後 3 時から大阪府鍍金工業組合研究室にて参加者 21 名で行われました。

前段階で、事業・技術継承のアンケートをしていただいた結果をもとに、お話をしていただきました。 

1 部のはじめに大阪府経営支援課より概略を説明頂き、事業継承の現状を大阪商業大学村上義昭教授、 

熟練技術・技能の継承に関しては同大学池田潔教授にお話ししていただきました。 

2 部の交流会で、参加者の感想は、具体例を参考に話して頂き、参考になった。現実に事業・技能継承者

の年齢ではなく、対象者の年齢や経験、能力を考慮して行わなくてはいけないことを考えさせられた。と

話しておられました。 

 

1 つ目は、時間的な拡張として 2025 年までの 6 年間だけではなく、それ以降もビヨンド 2025 年を目指して

もあります。もう一つは、舞洲だけではなくて府や先程の大阪近業局を含めた近畿一円、日本一円が会場となる

ような動きも必要でしょうし、テーマ「いのち輝く未来社会のデザイン」だけではなく、あらゆるものがつなが 

っていくような万博にしていきたいと思っております。私ども近畿経済産業局は、こういう形で万博をいろいろ

な形で応援させていただきます。また、中小企業に関しましては、今年は結構大きくいろんな形で使い道も含め

まして何とか努力させて頂ければと思っております。特に事業承継に関しましては、かなり充実していきますし、

人手不足も何かと言われている中での生産性向上、それから多くの災害からの中小企業の強靭化、こういうこと

に職員一同、一生懸命頑張りますので今後皆様方のご支援、ご協力を是非ともよろしくお願いいたします。 

最後に、ものづくり振興協会の益々の発展と本日お集まりの皆様方のご健勝とご活躍を祈念して挨拶とさせてい

ただきます。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 
 

続いて、平成 30 年度秋の国家栄典受章者の紹介、記念品の贈呈が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

その後、大阪府中小企業団体中央会事務局長 横田荘司様の乾杯で祝宴がスタートし、歓談の後、池田副会長

の中締挨拶でお開きとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

旭日単光章 

・田中 義治氏（大阪府ものづくり振興協会 元会長 

近畿鍛工品事業協同組合  元理事長）  

第１回 機械金属部会セミナー「全国の事業継承と府下組合から見た技能承継の状況と展開」 

乾杯 横田事務局長 中締め 池田副会長 交流会 

謝辞：田中氏 

村上教授 池田教授 
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平成３０年 12 月 13 日（木）大阪産業創造館にて

行いました。 

議題 

① ＯＳＡＫＡ-ＭＯＮＯ.ｎｅｔについて 

⇒求人情報欄を掲載するにあたり、内容等を委員

会にて調整し、報告する。 

② 部会事業について：12 月に機械金属部会セミ

ナーを開催した。 

 

③大阪人材確保推進会議：来年度部会ごとに「しごとフィールド」と連携して、エルおおさかにて求 

職者向けのセミナー、工場見学会などを企画し、次年度の活動とする。 

⇒協力してもらえる団体、企業等は事務局長会議で内容を調整する。（3/5 予定） 

  

④工場見学について：2 月 21 日（木）㈱モリタ⇒消防自動車製造工場、神戸酒心館へ行く。 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局より

第４回 運営委員会 

今後の予定 

3 月 5 日（火）大阪府事業説明会＆事務局長会議 

4 月未定  運営委員会 

5 月未定  理事会 

6 月未定  理事会・総会  

 

大阪府事説明会＆事務局長会議 
日時：平成 31 年 3 月 5 日（火）15：００～17：００ 

場所：マイドームおおさか 4 階会議室 

内容：説明会 

①大阪府労政課より 4 月からかわる労働基準（働き方改革）等 

②ものづくり支援課より 

③もの協事務局会議 

・大阪人材確保推進会議について 

・ＯＳＡＫＡ-ＭＯＮＯ.ｎｅｔ 

・知事表彰について（推薦要領変更等） 

＊詳細については、後日連絡します。 

事務局より 

新年も明けてあっという間に 2 月に入ました。今年度の活動も工見学と事務 

局長会議となりました。巷ではインフルエンザがはやり、今年の花粉状況も 

多く時期も早まっているようです。３年前の事務局長会議では当日インフル 

エンザにかかってご迷惑をおかけしたので、初めて予防接種もしました。 

まだまだ寒さ厳しい折、ご自愛ください。 A.M                  

 


